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創
立
記
念
行
事

　

一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
十
二
月
十
二
日
午
後
一
時
半
か
ら
大

講
堂
に
お
い
て
中
央
大
学
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

た
。
創
立
二
十
五
周
年
記
念
事
業
で
増
築
さ
れ
た
講
堂
内
に
は
、

元
学
長
菊
池
武
夫
ら
の
遺
影
が
掲
げ
ら
れ
、
座
席
は
参
列
し
た
来

賓
招
待
者
、
教
職
員
、
学
生
ら
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
式
典
に
引

き
続
き
校
庭
と
教
室
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
演
芸
や
模
擬
店
は
好
評

を
博
し
、
参
列
者
は
十
二
分
に
快
を
尽
く
し
て
中
央
大
学
の
三
十

年
を
祝
し
た
と
『
法
学
新
報
』
な
ど
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
十
周
年
記
念
事
業
は
、
そ
れ
以
前
の

二
十
・
二
十
五
周
年
の
各
式
典
に
比
べ
て
内
容
が
異
な
っ
て
い

た
。
記
念
事
業
が
大
学
理
事
者
を
中
心
に
行
わ
れ
、
そ
れ
も
校
舎

建
築
で
は
な
く
、
基
金
の
創
設
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。

　

二
十
・
二
十
五
周
年
の
時
は
学
員
会
を
中
心
に
事
業
が
進
め
ら

れ
、
母
校
に
記
念
の
校
舎
を
建
築
し
て
寄
付
す
る
内
容
で
あ
っ
た

が
、
三
十
周
年
で
は
大
学
の
学
長
・
理
事
の
リ
ー
ド
で
事
業
を
進

行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
二
十
周
年
記
念
会
の
委
員
長

は
佐
藤
正
之
で
あ
り
、
二
十
五
周
年
記
念
会
委
員
長
は
学
員
会
を

代
表
し
て
元
田
肇
が
務
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
三
十
周
年
で
は
奥

田
義
人
学
長
が
委
員
長
に
、
伊
藤
・
岡
野
の
両
理
事
が
副
委
員
長

に
就
任
し
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
化
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

理
由
の
一
つ
に
は
記
念
事
業
の
収
支
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
二
十
・
二
十
五
周
年
と
も
に
、
学
員
か
ら
の
寄
付
金
が
申

込
額
に
比
べ
、
は
る
か
に
少
な
い
額
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。

二
十
周
年
の
際
は
、
不
足
額
を
大
学
が
立
替
え
た
こ
と
に
つ
い

て
、
学
長
菊
池
武
夫
は
日
記
で
「
娘
（
学
員
会
）
の
踊
り
衣
装
を

新
調
す
る
（
記
念
事
業
）
の
た
め
に
親
（
大
学
）
が
自
分
の
着
衣

を
質
に
置
く
（
資
金
を
出
す
）」
よ
う
だ
と
比
喩
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
十
五
周
年
の
総
経
費
約
五
万
四
千
円
に
対
し
、
払
い

込
み
は
約
三
万
二
千
円
に
し
か
達
せ
ず
、
約
二
万
二
千
円
の
不
足

は
大
学
で
肩
代
り
し
た
事
実
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
記
念
事
業
の

た
び
に
母
校
が
赤
字
を
補
塡
す
る
よ
う
な
状
態
は
、
決
し
て
大
学

経
営
の
安
定
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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念
式
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度

　

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
方
法
が
維
持
基
金
制
度
で
あ
る
。
基
金
か

ら
生
じ
る
利
子
な
ど
の
運
用
利
益
を
大
学
の
経
常
収
入
に
組
み

込
む
こ
と
で
、
安
定
し
た
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ

た
。
そ
の
上
基
本
資
金
の
増
資
が
図
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
運
用

利
益
の
増
加
が
見
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
基
金
制
度
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
私
立
大
学
で
も
実
行
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
中
央
大
学
の
理
事
者
間
で
も
一
九
一
一
年
頃
か

ら
検
討
さ
れ
、
一
三

年
六
月
に
は
基
金
募

集
の
具
体
的
準
備
を

終
え
て
い
た
の
で
あ

る
。
奥
田
ら
理
事
者

が
、
も
と
も
と
考
え

て
い
た
維
持
基
金
制

度
を
創
立
三
十
周
年

記
念
事
業
の
中
心
に

据
え
て
、
そ
の
実
施

の
総
責
任
者
と
な
っ

た
の
は
当
然
の
成
り

行
き
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　

維
持
基
金
募
集
に
際
し
て
は
、
全
国
各
地
の
学
員
か
ら
委
員
を

指
名
し
、
地
方
で
の
募
金
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
職

域
や
同
期
会
ら
の
会
合
を
通
じ
て
運
動
の
盛
り
上
が
り
を
図
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
上
有
資
者
や
大
学
役
員
な
ど
の
大
口
寄
付
を
宣

伝
し
て
勢
い
を
増
す
こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。

　

一
五
年
か
ら
一
七
年
八
月
ま
で
に
お
よ
そ
八
万
五
千
円
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
事
業
は
順
調
に
進
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
八

年
の
大
学
令
に
準
拠
し
て
大
学
昇
格
を
決
意
し
た
本
学
は
新
し
い

基
金
募
集
を
決
め
て
、
継
続
中
の
維
持
基
金
を
そ
の
ま
ま
大
学
令

の
た
め
の
基
金
に
組
み
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
創
立

三
十
周
年
記
念
事
業
は
中
央
大
学
の
大
学
昇
格
を
財
政
的
に
支
え

る
基
礎
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

二
十
・
二
十
五
周
年
に
比
べ
、
華
々
し
さ
の
な
い
よ
う
に
見
え

る
三
十
周
年
記
念
式
典
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
本
学
の
歴
史

上
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
三
十
周
年

記
念
式
典
で
来
賓
の
穂
積
陳
重
（
創
立
者
・
社
団
法
人
社
員
）
が

中
央
大
学
の
特
色
を
「
華
を
去
り
実
に
就
く
の
学
風
」
で
あ
る
と

述
べ
た
こ
と
と
符
合
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
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